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現場から仕事を変えていく！
社員が自律自走する業務改善が実現した理由
株式会社ヤガミ様は理科の実験機器や学校家具などを扱うメーカーです。また商社としても取り扱っている商品はビーカーや
顕微鏡、AED、産業用ヒーターなど幅広く、現在では取扱商品は 1万点を超え、当社が提供する製品は小・中・高校をはじめ
としたあらゆる教育機関や民間企業で採用されています。

当然のことながら、これほど様々な商品を取り扱えば、それに付随して在庫管理や業務の進捗管理、発注管理といった業務が
発生するため、それらを一元的に管理できるプラットフォームが必要となります。今回その役割を果たしたのが、ブル―テッ
クが提供する情報管理プラットフォーム『Shelter』でした。

本事例では、『Shelter』の導入推進をされた方々にその取り組みを詳しくお聞きしました。

導入目的

課　　題

導入効果

運用方法

老朽化しつつあった海外製アプリケーションシステムのリプレイス
外出先からもアクセスできるようにするため、データベースのクラ
ウド化

当時使用していたシステムのライセンス費などの問題から、現場社
員にアプリの作成権限を与えられず業務効率化の幅が狭まっていた
当時使用していたシステムの提供会社が事業撤退するなど、サービ
スとしての先行きが不透明になった

アプリの作成やメンテナンスといった業務が情報システム部門の手
から離れ、現場で業務改善を自走できる環境が構築された
各部署に点在する属人管理された業務が、『Shelter』上で一元管理
されることで、会社全体のペーパーレス化や業務効率化が進んだ

案件情報を登録し、それぞれ独自のリマインダーを設定。案件ごとに
適切なタイミングで営業担当者に通知が飛び、即座に顧客フォロー
アップができる仕組みを構築
製造業務における、出荷依頼や設計図面のやり取りを『Shelter』上
で一元管理

BEFORE

AFTER

『Shelter』で社内の様々な業務をデジタル化

案件管理

商品管理

進捗管理

社内展開のし辛いライセンス体系など
複数の問題を抱えた老朽化したシステム

社内には属人管理されて、効率が低下
していた様々な業務が存在



老朽化・ライセンス費の高騰により慣れ親しんでいた
旧システムから『Shelter』へとリプレイス

『Shelter』のような情報管理ツールを探し始めたきっかけを教えてください。

きっかけは、従来使用していた「海外製アプ
リケーションシステムの老朽化」と、「クラウ
ド化へのニーズの高まり」でした。

当時のシステムは古くから利用していたた
め、すでに社内で深く根付いた文化のような
ものになっていましたが、時が経つにつれ
て管理側からは「ライセンス費用の高騰」と
いった問題が浮上し、現場側からも「外出し
た時にもデータベースへアクセスしたい」と
いった要望が上がっており、社内でも「そろ

そろ限界なんじゃないか」という雰囲気にな
っていました。

そんな矢先、まるでとどめを刺すように「シ
ステムの提供会社が事業撤退する」という
ニュースが出て、徐々に雲行きも怪しくなっ
てきたため、心機一転これまで旧システム
上で行ってきた「問い合わせ管理」や「修理
管理」といった業務を丸ごと移行できるよう
なツールを探し始めました。

『Shelter』の導入を決定した決め手は何でしたか？

ブルーテック社とは昔からたまたまお付き
合いがありまして、乗り換え先について相談
したところ『Shelter』をご紹介いただいたと
いう経緯があります。導入の大きな決め手と
なったのは、なんといっても「コストのかから
ないライセンス体系」です。

旧システムでもノーコードでの業務アプリ
ケーションの作成が可能でしたが、ライセン
ス体系の問題で「閲覧権限のみを持つユー
ザー」や、「閲覧権限+アプリの作成権限も持
つユーザー」など権限範囲によってライセン
ス価格が分かれていました。

そのため、『Shelter』導入前は全社員にアプ
リ作成ライセンスを与えられず、情報システ
ム部門だけがその権限を保有していました。

この状況では、現場の要望を即座にアプリケ
ーションへと反映させることができませんで
した。実際に「情報システム部門が作成したア
プリを、現場が使いこなせない」といった問題
も発生しており、一部の部署では、業務効率
化になかなか繋がっていませんでした。

一方、『Shelter』であれば、権限による価格
変化などもなく、現場社員にどれだけライ
センスを配ってもコストが変わらないため、
現場自身の判断で業務に使いやすいアプリ
ケーションを作成できます。また、他のツー
ルとも比較検討を行いましたが、当社におい
ては導入コストが圧倒的に安価になる点も
魅力的で、社内で提案するハードルは非常
に低かったと言えます。



各部署で利用が広がる『Shelter』
社内のペーパーレス化や業務効率化に大きく貢献

実際どのような業務に『Shelter』を利用されているのでしょうか？

基本的には以前使用していた他社システム
のリプレイスが第一目的となり、他社システ
ム上で行っていた業務を『Shelter』にその
まま置き換える形となります。そのため、会
社としてはある意味必然性に迫られた部分
があったので、『Shelter』の社内への定着
自体はかなりスムーズに行き、現在は3つの
事業部で利用しています。利用方法は多岐
に渡るため、事業部ごとにいくつかの用途に
絞ってご紹介させていただきます。

まず第一事業部では、主に営業担当と商品
センター間の問い合わせ管理、AEDの販売
管理など、幅広い業務で活用しています。当
社では様々な商品を提供しておりますので
、営業担当者から商品センターへの問い合
わせが年間3,000件以上寄せられます。そ
ういった問い合わせのやりとりを『Shelter』
上で行うことで、問い合わせ内容やそれに
対する回答もすべてデータベース化される
ようになりました。同じ内容の問い合わせを
もらうことも多いので、そういった場合も過
去の履歴を参照することで無駄な問い合わ
せを削減できており、営業活動に欠かせな
いものとなっています。

また、もう一つ大きな使い方としては、当社
製品である救命用医療機器AEDの案件管
理です。AEDは人命に関わる機械となりま
すので、耐用期間を目安として定期的に入
れ替え需要が発生します。そこで『Shelter』
上で過去の販売履歴をデータベース化し、
耐用期間が近づいたら『Shelter』からのリ
マインドメールが自動で営業担当者へと飛

ぶ仕組みを構築しました。このアプリも効率
的な営業活動に一役買っています。

そして第二事業部では、主に理科室の実験
台や家庭科室の調理台など、いわゆる学校
家具の製造を行っておりまして、従来これら
の製品の出荷や図面作成に関するやり取り
は、手書きで作成した出荷依頼書や図面を
複合機でスキャンしメールで送る、というア
ナログな方法でのやり取りが年間で3000
件近く行われており、情報共有や進捗管理に
課題がありました。

こういった業務をすべて『Shelter』上で一
元管理することで、出荷予定日や納期、図面
の制作進捗などの情報をリアルタイムで共
有できるようになり、社内間の連携がスム
ーズになりました。同時に、作成した図面の
件数も『Shelter』上で自動集計できるよう
になったため、設計担当が業務報告の一環
として行っていた集計作業が不要になり、業
務効率化にも役立っています。

最後に、産業電熱システム事業部での取り
組みをご紹介します。この部署では工場で
使用する大型の電気ヒーターなど、導入に
時間がかかる製品も多く扱っています。その
ため、お客様に製品を実際に試していただく
ためのデモ品貸し出しサービスを展開して
おり、まずは『Shelter』で作成した専用アプ
リでそれらの業務管理をおこないました。業
務の流れを具体的に言えば、まずアプリ上で
営業担当者がデモ品予約をしたら、 製品を
管理してる商品課へと通知が行き、貸し出し

手配を行います。そして、貸出完了後に返却
時期が近づいたら、担当者にリマインドメー
ルが送られるといった流れです。

当事業部ではこのアプリから『Shelter』の
利用を開始して、何度もテストしながら改善
を繰り返し、部門内の関係者からも理解と協
力を得て、業務に定着していきました。

そして、『Shelter』が部内に定着するととも
に、現場社員も徐々に興味を示し、積極的に
意見を提案してくれるようになり、彼らのア
イデアを参考に引き合い管理のアプリも作
成しました。『Shelter』導入前には、引き合
い管理は紙や表計算ソフトを使用して属人
管理していたものが、『Shelter』を活用する
ことで、ペーパーレスや情報の共有化が一
気に進み、現在では年間2,800件ものデー
タの一元管理に成功しています。

産業電熱システム事業部で実際に使用している業務アプリ群
引き合い管理や、デモ品管理アプリ、研修動画の一覧データベースなど活用法は多岐にわたる
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『Shelter』は非常に低コストで導入できる
ツールです。まずは「導入して使ってみる」と
いう動きを気軽にできるのが1つポイントに
なると思います。社内でどこまでツールの
活用ができるかは、実際に導入してみない
ことには分かりませんから。

そして、導入後にもし現場の人間がなかな
か動けないようであれば、管理側がサンプ

今後、『Shelter』をどのように使っていきたいですか？

将来的には、会社が取り扱う全製品の総合
データベースのような形を目指していきた
いです。例えば、これまで作成してきた個々
のアプリを全て横断して情報を検索でき、
各製品に欲しい情報が全て紐付けられてい
るようなデータベースです。 そして、それら
のデータを集計し、販促・マーケティング業
務といった今後の戦略分析にも役立てられ
るようなところまで発展していきたいと考
えています。

また、今後は社内に『Shelter』オペレーター
のような存在を増やしていきたいです。
『Shelter』に詳しい人材が増えていけば、そ
の分個々人が持っているアイデアを形にし
やすくなって、さらに効率化が加速していく
のではないでしょうか。すでに活用が進んで

いる部署を中心として、各部署と連携と情
報共有を行い、社全体で『Shelter』活用を
加速させて行きたいです。

最後に『Shelter』未導入企業の皆様に
向け、おすすめのコメントをお願いいた
します。

ルになるような業務アプリをあらかじめ
制作し、現場のキーマンとなる人材を見
つけてあげることが大切だと思います。
『Shelter』は社員による自発的な業務改善
がしやすいため、導入時の後押しだけ行え
ば、あとはキーマンを中心としてアプリ開発
が自然と進んでいくのではないでしょうか。

先ほど紹介したように各事業部ごとに、積極
的に『Shelter』を活用している社員が複数い
るため、会社全体としてかなりの業務効率化
に成功したと思います。また、ここまで紹介し
た事例において、アプリ作成の部分にはあま
り情報システム部門は関わっておりません。

あくまでも各事業部のキーマンが中心とな
って、アプリ作成やその後の改善などの業
務を自走してくれた形となります。そのた
め、『Shelter』導入後は情報システム部門に
頼らずとも、現場が主体的に業務改善を進
めやすい環境になり、管理者側のやることも
基本的なツールの管理程度で、以前より明
確に負荷が減っていると思います。

『Shelter』導入後、社内にどのような変化がありましたか？

『Shelter』の長所を教えてください

例えば、先ほど話に上がった産業電熱シス
テム事業部の場合、部署自体が情報システ
ム部門のある本社とは距離的にも離れた
場所に位置していたため、「自分たちから声
をあげて業務に役立つアプリを作ってもら
う」という動きができなかった過去がありま
した。

当時から、現場の社員たちの中では「もっと

こうすればいいのに」という業務改善のアイ
デアがたくさん溜まっていたのだと思いま
す。そうしたアイデアが『Shelter』によって
引きだされて、まるで雪だるまが転がるよう
に管理側の手を離れて勝手に業務改善が進
んでいきました。『Shelter』は社内展開のし
やすさとツールとしての簡単さを両立して
いるため、社内の隠れたニーズを掘り起こし
てくれる効果があるのだと思います。


